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研究成果の概要（和文）：マーシャル諸島の核実験をはじめ、温暖化、日本統治、太平洋戦争といったトピック
についての情報を「マーシャル諸島デジタルアーカイブ」としてインターネット上に構築した。インタビューや
フィールドワークを実施して情報を収集したが、マーシャル諸島に存在する米国の公文書や写真なども、アーカ
イブにアップロードした。対面および遠隔でインタビューやフィールドワークの手法についての勉強会や白黒写
真のカラー化ワークショップを開催した。

研究成果の概要（英文）：In this study, the Marshall Islands Digital Archive was created. This 
digital archive contains a wide range of information on nuclear testing, global warming, Japanese 
rule, the Pacific War, and lifestyle and culture. The Marshall Islands government, the College of 
the Marshall Islands, NGOs, and the younger Marshall Islanders are involved in this project. 
Information was collected through interviews and fieldwork, and U.S. documents in the Marshall 
Islands. In gathering this information, workshops were held to increase interest in the environment 
and history, including workshops on interview techniques and colorizing black-and-white photographs.

研究分野： 文化人類学

キーワード： マーシャル諸島　核実験　環境問題　語り　アーカイブ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
このアーカイブは今後も継続して更新が行われる予定である。これまで、マーシャル諸島には、一般の人が気軽
にオンライン上で見ることのできる核実験に関するアーカイブはなかったが、すでに本アーカイブの制作にかか
わった若者の親族をはじめ一般の人からの関心も高い。また、マーシャル諸島の教育機関などから活用したいと
の声もある。これらのことから今後は、ローカルに浸透しつつ、教育機関や博物館を通じてパブリックに普及し
ていく可能性もある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 申請者は、1998 年からマーシャル諸島ロンゲラップコミュニティにおいて、米国の核実験に
よって被ばくした人々の米国への意識や生活再建の動態に関する調査研究を行ってきた。これ
までの調査から、行政府による故郷への帰還事業については、批判はあるものの、単に反発する
だけではなく、故郷であるロンゲラップをうまく組み込むような暮らしが成り立っていること
が分かった。ただし、そうした暮らしについて調査研究して発表したものを、現地社会で英語を
読める知人に渡しても、そもそも核実験についての情報がマーシャル諸島全土で共有されてい
ないという現状があり、論文を読むことそのものが困難であった。マーシャル諸島現地では、次
世代に核実験の経験を継承するプロジェクトが起こっていたが、まだまだ核実験についての体
験が十分共有されるには至っていないことが分かった。 
 
２．研究の目的 
こうしたことを背景にして、本研究は、マーシャル諸島における若者層が気軽にアクセスでき

る、インターネット上のアーカイブを制作することを目的とした。当初は、核実験被害について
のみをデジタルアーカイブに掲載する情報としていたが、温暖化による海面上昇も取り扱うこ
ととした。マーシャル諸島の環境問題を総合的に扱うことで、幅広い層に対してデジタルアーカ
イブへの関心を広げることができるため、多くの参加者が見込まれるからである。このアーカイ
ブ制作プロセスで、様々な層の人々が集うため、マーシャル諸島の学術機関、政府、研究者、一
般の人のかかわりの場がうまれ、リソースの限られた社会におけるオープンサイエンスの意義
を、具体的事例を通じて明らかにすることも目的であった。 
 
３．研究の方法 
 当初本研究では、井戸端会議などの語りの場に、被ばくや暮らしに関する写真、映像記録など
を見ながら、被ばくについて語り合う場を創出し、デジタルアーカイブにアップロードする情報
のテキスト化を考えていた。また AI 技術で自動色付けを施した白黒写真を活用し、写真に関す
る情報を厚くし、アップロードすることも考えていた。しかしながらコロナ禍により、渡航が困
難となり、遠隔ワークショップなどに変更した。このため、対面で調査やワークショップができ
たのは、一度だけであり、トラウマを語るための信頼関係を適切に醸成することができず、十分
な情報が得られなかった。 
 
４．研究成果 
本研究では、最終的にマーシャル諸島デジタルアーカイブを作成した。このデジタルアーカイ

ブには、核実験、温暖化、日本統治、太平洋戦争、生活文化など幅広い情報が収められている。
本プロジェクトは、マーシャル諸島政府、短期大学、NGO、マーシャル諸島の若い世代がかかわ
った。インタビューやフィールドワークを実施して情報を収集したが、マーシャル諸島に存在す
る米国の公文書や写真なども、アーカイブにアップロードした。これらの情報を集めるにあたっ
て、環境や歴史に対する関心を高めるために、インタビューの手法の勉強会や白黒写真のカラー
化などのワークショップを開催した。 
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